
 
 
 
 
 
１ 指導の立場 
（１）テーマ設定の理由 
 本校の生徒は、自然事象について、意欲的に観

察・実験を行う生徒が多い。しかし、結果から課

題に対し考察したり、自分の考えを仲間と交流し

たりすることで深めていこうとする姿勢に弱さが

見られる。 
また、平成１５年度の岐阜県における児童生徒

の学習状況調査の結果は、県の平均を下回り、大

きな課題として受け止めている。（表１） 
 以上のことから、自ら課題に対し、粘り強く解

決していこうとし、「分かった・できた」という充

実感や学ぶ喜びを味わうことができる生徒を育て

ていきたいと考えた。 
そのためには、生徒の意識の流れを大切にし、実

態に即した目標を単位時間ごとに設け、一人一人

が目標に到達できる授業を展開していくことが必

要である。 
そこで、研究仮説を次のように設定した。 

 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
〈研究内容 １〉 
「基礎・基本」の定着を図るために「つけたい力」

を明確にした単元指導計画の作成 
〈研究内容 ２〉 
「基礎・基本」の定着を図るための「個に応じた

きめ細かな指導」の工夫 
２ 実践 
（１）研究内容 １  
「基礎・基本」の定着を図るために「つけたい力」

を明確にした単元指導計画の作成 
つけたい力（基礎・基本）を具体的な子どもの

姿で明確にしていくことで、評価規準もより明確

にすることができた。（表２） 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つけたい力（基礎・基本）を明確にした単元
指導計画を作成し、目標に到達するための具体
的な手立てを講じていけば、生徒は自ら課題に
対し、粘り強く解決していこうとし、「分かっ
た・できた」という充実感や学ぶ喜びを味わう
ことができる。 

（表１） 平成１５年度の岐阜県における児童生徒の学習状況調査の結果の一部 

出題の意図 評価の観点 県の正答率 本校の正答率

力を、力のはたらく点、力の向き、力の大きさから矢印で表すことができる。 観察・実験の技能・表現 ６５．８ ○ 

物体にはたらく重力の大きさと圧力の違いについて考えることができる。 科学的な思考 ４３．９ ▲ 

圧力の求め方を理解している。 自然事象についての知識・理解 ３２．７ ▲ 

圧力の大きさが接触面積によって変わってくることを考えることができる。 科学的な思考 ５６．６ ○ 

《○：県の正答率を上回っているもの ▲：県の正答率を下回っているもの》

（表２） 身のまわりの現象 単元指導計画の一部 

評 価 規 準 

章 節 本 時 の 目 標 

指
導
形
態 

時 
観点

「おおむね満足できる」
（Ｂ）と判断される状況

評価方法 
(Ｂ)の規準に到達していない
と判断された生徒への手だて

⑦ スポンジに水の入った
ペットボトルをのせ、その
へこみ方を調べる実験を
通して、ふれ合う面におす
力がはたらくとき、力を受
ける物体の変形のしかた
は、同じ大きさの力では、
ふれ合う面積によって違
うことを見いだすことが
できる。 

Ｔ
Ｔ
指
導 

21 技能・
表現 

面積によるへこみ方の違
いを調べる実験を正しく
行い、ふれ合う面におす
力がはたらくとき、力を
受ける物体の変形のしか
たは、同じ大きさの力で
は、ふれ合う面積によっ
て違うことを見いだすこ
とができる。 

実験中の姿と結
果から、同じ大
きさの力では、
ふれ合う面積に
よってへこみ方
が違うことを考
察したノート分
析。 

何を調べるための実験なのか
再度確認し、何を測定するの
か、正しく行うにはどうすれば
よいか助言する。 
定規を正確に固定することや
スポンジの中央に板をのせ、そ
の中央にペットボトルのふた
がくるようにするとよいと助
言する。 

３
章 

い
ろ
い
ろ
な
力
の
世
界 

４ 

面
に
力
が
は
た
ら
く
と
ど
う
な
る
か 

⑧スポンジに水の入った
ペットボトルをのせ、その
へこみ方を調べる実験結
果から、圧力を求める活動
を通して、スポンジのへこ
み方を圧力の値を用いて
説明することができる。 

Ｔ
Ｔ
指
導 

22 科学的
思考 

スポンジに水の入ったペ
ットボトルをのせ、その
へこみ方を調べる実験結
果から、圧力を求める活
動を通して、へこみ方と
圧力の大きさを関連付け
て考えることができる。

計算して求めた
圧力の結果とス
ポンジのへこみ
方を関連付けた
考察のノート分
析 

計算がわからい生徒には、再
度、公式とその意味について説
明する。 
圧力とは、単位面積あたりの力
の大きさであることを理解さ
せ、へこみ方について考えさせ
る。 

『基礎・基本』の定着を図る学習指導の工夫 
～１年 身のまわりの現象～ 
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（２）研究内容 ２ について【例：いろいろな力の世界】 
「基礎・基本」の定着を図るための「個に応じたきめ細かな指導」の工夫 

 目標：スポンジに水の入ったペットボトルをのせ、そのへこみ

方を調べる実験を通して、ふれ合う面におす力がはたら

くとき、力を受ける物体の変形のしかたは、同じ大きさ

の力では、ふれ合う面積によって違うことを見いだすこ

とができる。（観察・実験の技能・表現） 
生徒の学習活動（圧力：第２１時） 

１ 事象提示  

  ○ペンの両端から力を加える。 

・ なぜ、同じ力を加えているつもりなのに、とがっている

先の方がいたいのかな。 

・ とがっている方は、力が集中するからかな。 

２ 課題提示 

 

 

 

 

３ 予想（ペットボトルとスポンジを提示し、予想をさせる） 

・ 同じだと思う。だって逆さにしても重さは同じなんだか

ら。（重さは同じ） 

・ 底の方がへこむと思う。だって水は底の方がたくさん入

っているから重いはず。（水量） 

・ 底の方がへこむと思う。底が広い方が力が全部伝わるけ

ど、狭い方は力が一部しか伝わらない。（力の伝わり）

・ ふたの方がへこむと思う。だってペンもとがっている方

がくいこんだから。（経験） 

・ ふたの方がへこむと思う。狭い方 

が力が１点に集中するから。広い 

と分散してしまう。（集中と分散） 

・ ふたの方がへこむと思う。図で表 

すと右のようになるから。 

（力の矢印） 

 

４ 実験（１２グループ） 

  <水を入れたペットボトルをスポンジの上にのせた面積の

違う３種類の板の上にのせ、スポンジのへこんだ深さを測

定する。> 

 

５ 結果 

 

 

 

 

 

６ 考察 

・ スポンジのへこみ方は、同じ重さでは、ふれ合う面積の

大きさによって違う。面積の広い方がへこみ方は小さ

く、面積の狭い方がへこみ方は大きい。 

            ↓ 

  ペンのとがっている先の方は、面積が小さいため、力

が集中する。だから、スポンジのように大きく皮膚にく

いこむため痛いのだと思う。 

７ まとめ 

  同じ大きさの力を加えると、面積が小さい方が力が集中す

るため、ペンのとがっている先の方が痛い。 

８ 確かめの実験 

  紙コップ１個ではその上にのってもつぶれてしまう。 

  紙コップの数を増やし、その上に板をのせ、生徒一人一人

にその上にのってもコップがつぶれないことを体験する。 

 スポンジがへこんだ深さ（cm） 
面積小（１辺 3cm）  
面積中（１辺 5cm）  
面積大（１辺 7cm）  

〈④つまずきに対する手立ての具体化〉 
研究内容１より、評価規準が明確に

なれば、それに到達している生徒の姿

も明確になってくる。そこで、到達し

ていない生徒について、その原因は何

かを予めイメージしてみた。また、そ

れを解消させていくための具体的な手

立てを準備した。（表３） 

〈③実験器具の工夫〉 
実験器具を工夫し、少 

しでもつまずかないよう 
な手立てを講じた。 
○ペットボトルのぐらつ 
きを軽減 

○準備の時間の短縮 

〈②追究意欲を高めるための場の工夫〉 
 予想を考える時間を多めにとり、根

拠を明確にすることを意識するように

助言した。 
 また、力の矢印を意識した生徒を意

図的に指名することで、考察の段階に

おいて、図で考える生徒が増えた。 

〈①事象提示の工夫〉 
 本時の課題に必然性をもたせる事象

を提示し、意識の流れを大切にした。 
 また、一人一人が体験をすることで

予想を考える足場とすることができ

た。 

【指導、援助の工夫】 

同じ力がはたらくとなぜ、ペンのとがっている
先の方が、痛いのだろうか。 



【Ａ子の学び】           【指導、援助の工夫と成果】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ 成果と課題 
成果 
・ 昨年度の県の学習状況調査との比較から、個々の生徒にとってより基礎・基本が身に付く授業展開
をしていくことができた。（表４） 

・ 重力の大きさと圧力の違いに対する考え方につまずく生徒が多かったため、新たなつまずきを把握
することができた。 

課題 
・ 生徒の実態把握をより正確に行う必要がある。 
・ 生徒の意識に飛躍がないように、スモールステップごとに指導と評価の一体化を図りながら丁寧な
指導援助が必要である。（予想から実験への移行において、生徒の意識の飛躍が見られ、－2．4％の
正答率につながったと思われる。） 

（表３） 圧力の授業（第 21 時）における個に応じた指導内容表 

時 ２１ 目  標 

スポンジに水の入ったペットボトルをのせ、そのへこみ方を調べる実験を通して、ふれ合う面に

おす力がはたらくとき、力を受ける物体の変形のしかたは、同じ大きさの力では、ふれ合う面積

によって違うことを見いだすことができる。 

評価規準 

「おおむね満足できる」（B） 

と判断される状況 

面積によるへこみ方の違いを調べる実験を正しく行い、ふれ合う面におす力がはたらくとき、力

を受ける物体の変形のしかたは、同じ大きさの力では、ふれ合う面積によって違うことを見いだ

すことができる。（観察・実験の技能・表現） 

目標に到達していない生徒の状況 
力が加わっている部分がわか

らない。 

実験の仕方がよくわから

ない。 

実験が正確にできない。 

つまずきの原因 

ペットボトルのふたが力のは

たらく面積だと認識している。

何のための実験かが理解

できていない。 

ペットボトルが垂直にスポンジ

の中心に当たっていない。また

は、正確に定規を固定できていな

い。 

具体的手立て 

スポンジのへこみ方を調べる

ことを確認し、板とスポンジの

ふれ合う面積が力が加わって

いる部分であると気付かせる。

何を調べるための実験な

のか再度確認し、何を測定

するのか、正しく行うには

どうすればよいか助言す

る。 

定規を正確に固定することやス

ポンジの中央に板をのせ、その中

央にペットボトルのふたがくる

ようにするとよいと助言する。 

 

予想 
フタがついている方がよくへこむ。 
さっきやったペンの実験からだとペ

ンの先の方が痛かったということは、
そっちの方が深くくいこんだというこ
とになるから。 
また、スポンジと接する面積が小さ

い方が集中してそこに重さがいくか
ら。 

考察 
面積が小さくなるにつれてへこみ方

が深くなり、面積が大きくなるにつれ
てへこまなくなった。面積が小さい方
が重力が集まってよくささる。 

まとめの感想 
今日は面積と「痛さ」の関係がよく

わかりました。日常には例えば、注射
などどうして痛いかとかいつも気がつ
かないけど、あれは圧力が関係してい
るんだなぁと思いました。 

①②より 
事象提示において、体験した事実を足場として根

拠のある予想をたてることができた。 

③④より 
どこの目盛をよめばよいかわからない。（実験の

仕方がよくわからない状況） 
        ↑ 
何を調べるための実験なのかを確認し、目盛の

読み方をアドバイスした。 
Ａ子のみならず、40 名中、14 名の生徒が実験

方法や正確な測定方法でつまずいていたが、教師
や仲間からの助言により、ほとんどの生徒がつま
ずきを解消することができた。 

本時の目標に到達できている姿 
全体では、39 名の生徒が考察を書くことがで

きた。 

本時の学習内容を日常生活の疑問にあてはめ
て考察していこうとする姿 

（表４） 平成１５年度の岐阜県における児童生徒の学習状況調査の結果と今年度の単元終了後の結果 

出題の意図 評価の観点 県の正答率 本校の正答率 本単元終了後 

力を、力のはたらく点、力の向き、力の大きさから矢印で表すことができる。 観察・実験の技能・表現 ６５．８ ○ ＋８．８％ 

物体にはたらく重力の大きさと圧力の違いについて考えることができる。 科学的な思考 ４３．９ ▲ －２．４％ 

圧力の求め方を理解している。 自然事象についての知識・理解 ３２．７ ▲ ＋３６．８％ 

圧力の大きさが接触面積によって変わってくることを考えることができる。 科学的な思考 ５６．６ ○ ＋７．９％ 

《○：県の正答率を上回っているもの ▲：県の正答率を下回っているもの》 
※本単元終了後の正答率は、昨年度の本校の正答率と比較したものである。 


